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2018 年度（第 16 回） 建築・住宅技術アイデアコンペ 

提案タイトル 蓄電池の屋内設置における基準化

提案概要

（200 字程度） 
昨年は自然災害が多発した年であり、今後も自然災害に対する備え

を怠ることは出来ない。その中で、蓄電池で電力供給を行い、最低限

の日常生活を提供することは備えの一つである。

しかしながら、台風などによる床下や床上浸水により、蓄電池が水

没し機能しないケースも散見されることから、蓄電池は 2 階以上の屋

内に設置すべきだと考える。現在安全性の規格を担保するため金属筐

体等が必要だが、建物自体も内装材等で防耐火性等を有しており、建

物で担保可能と考える。

現時点で認証機関にて屋内設置の判断基準が存在しないことから、

建物側で蓄電池用の収納を基準化し、コストダウンを図ることで普及

に繋げる。
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① 新規性  これまでは金属で筐体を構築していたものを、建築や住宅などで用

いられている材料を用いて収納庫として構築することで安価に構築で

きる点。また、蓄電池のニーズの高い都心の狭小地建物にも対応でき

る点。

② 実用性  現在普及の一番の課題になっている蓄電池システムのコストダウン

にも繋がっていくことから実用性が高く、また戸建住宅に限らず、集

合住宅やマンション、建築など様々な建築物などにも展開ができ、汎

用性も高い。

③ 異業種関連度

合

 建築・住宅メーカー全体で検討することにより、幅広く展開するこ

とが可能になり、高価な蓄電池システムの低価格化に繋がると考える。

また、これまでは蓄電池システムメーカーと認証機関などで規格を策

定してきたが、エンドユーザーに最も近い建築・住宅メーカーなども

加わることで、よりエンドユーザーが求めるものとなり、更に新たな

課題なども見つることができると考える。

④建築や社会に対

するインパクト

停電時の電力供給以外に、バーチャルパワープラント、周波数調整

などの新たな価値を提供することが可能になると共に、太陽光発電な

どの再生可能エネルギーと連携することで CO2 の排出量削減にも寄与

する。また、建築・住宅メーカーが災害時に入居者の生活を守ろうと

する姿勢を社会に対しより訴求できると考える。

提案ポイントについて

① 新 規 性 ： 「従来の建築・住宅技術」に対する新規性について述べて下さい。

② 実 用 性 ： ご提案のアイデアが、学術研究や情報の蓄積や整理の範囲にとどまらず、

都市・建築空間で実地に用いる、あるいは実際に役立つ点を述べて下さい。 

③異業種関連度合： コンソーシアムの特徴として異業種連携による研究活動をうたっていま

す。ご提案のアイデアが、研究活動における異業種関連度合について述べ

て下さい。

④建築や社会に対す

る イ ン パ ク ト ：

生活や産業経済、建築空間に対する影響など、研究目標が達成され、成果が実

用化された場合の建築や社会に対するインパクトについて述べて下さい。

※ こちらにご記入頂いた内容も審査の対象となります。提案ポイント項目は審査評価基準に基づきま

す。

事務局記入欄：事務局記入欄：2



概要書① 自由書式 
背景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⇒ 災害時に確実に電力供給可能な蓄電池システムの導入が重要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



② 自由書式 
目的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⇒ 基準化による蓄電池の普及により、再生可能エネルギーの地産地消による環境負荷 
低減やバーチャルパワープラント、周波数調整など停電時の電力供給以外の価値提供 
にも繋げていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※経済産業省資源エネルギー庁 HP 参照 
 
 
 
 
 




